












 

 ゲンタマイシンを体重相当で投与した場合肥満した患者で予想以上に血中濃度が上昇し

たという Hull らの報告もあり,肥満児における薬物の投与量が見直されている。 

 今回我々は,てんかんの治療などに広く用いられているフェノバルビタール(以下 PB)に

ついて,肥満度による PB の pharmacokinetic parameter の変化を求めたので報告する。 


